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様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会議の名称 令和６年度 第２回伊勢崎市男女共同参画推進協議会 

開催日時 令和６年８月５日(月) 午前１０時～１１時 

開催場所 市役所 東館５階第１会議室 

出席者氏名 

 

【委員】 

日詰会長、渋澤副会長、江原委員、阿久津委員、川田委員、西田委員、新井委員、

吉澤委員、女屋委員 

【事務局】 

 市民部長、市民部副部長、人権課長、人権課長補佐、男女共同参画係 

傍聴人数  ０人 

会議の議題 

 

（１）第４次伊勢崎市男女共同参画計画（案）について 

 （２）その他 

 

会議資料の内容 

（１）第４次伊勢崎市男女共同参画計画（案）（資料１） 

（２）第３次伊勢崎市男女共同参画計画進行管理報告書（参考資料１） 

 （３）第３次伊勢崎市男女共同参画計画具体的事業一覧（参考資料２） 

（４）令和５年度男女共同参画に関する事業所意識調査結果報告書（参考資料３） 

 

 

 

 

 

 

会議における 

議事の経過及び 

発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 開  会 

 

〔出席委員が過半数を超え会議が成立していることを事務局から報告〕 

 

2. 挨  拶 （会長） 

 

3. 議  事 

             

 

事務局 

〔議事（１）について説明〕 

 

会長 

 ただいまの説明に関連して委員から事前質問表をいただいていますので、事務

局から説明をお願いします。 
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会議における 

議事の経過及び 

発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

まず、整理番号１項目「防災分野における男女共同参画の推進」で、質問の趣旨で

すが、「現行と比較して、第４次計画では防災分野を強化したとの説明がありましたが、

具体的な変更点について教えて下さい。」との内容です。 

 

事務局 

 １月に能登半島地震が発生するなど、防災に対する気運が高まっています。非常時

である被災時においても平常時からの固定的な性別役割分担意識が反映し、生活の

負担が女性に集中してしまったり、性被害などの訴えも発生した経過があります。こう

いった課題認識から平常時から地域での男女共同参画推進を意識していただくため、

現行の施策の１項目から格上げし、施策の方向として位置付けを強化し、具体的な事

業についても２事業を追加して推進してまいります。 

 

事務局 

次に、整理番号２項目「困難な状況を抱えた人が安心して暮らせる環境の整備」で、

質問の趣旨ですが、「今回の計画では、困難な問題を抱える女性への支援に関する法

律の実施計画として新しく位置付けしているようですが、その法律とはどのような内容の

ものですか。」との内容です。 

 

事務局 

 この法律は、女性が日常生活又は社会生活を営むに当たり女性であることにより様々

な困難な問題に直面することが多いことに鑑み、困難な問題を抱える女性の福祉の増

進を図るため、必要な事項を定めることにより、支援施策を推進し、もって人権が尊重さ

れ、及び女性が安心して、かつ、自立して暮らせる社会の実現に寄与することを目的と

し制定されたもので、令和６年から施行されました。具体的な事業については骨子案20

ページ以降の基本目標のⅢで位置付けています。 

 

会長 

 それでは、計画全般について、ご意見を伺います。 

  

委員 

事業所意識調査結果報告書の16ページ「ワーク・ライフ・バランスを推進するう

えでの課題」について、前回の同調査の結果と比較すると、後退しているように見

受けられます。それにも関わらず、ワーク・ライフ・バランスを推進するための取組

についての考えが、抽象的であると感じました。係長相当職以上に占める女性の

割合についても、伊勢崎市役所では30％以上で高い水準にありますが、市内の

企業は、前回の割合と比較して後退しています。このように社会において、未だ

男女格差があること、ワーク・ライフ・バランスの推進についても、まだまだ劣ってい

ることなどを理解した上で目標を定め、次回の意識調査では改善されるような取

組をしていただきたいです。 

 

事務局 

 調査結果からは、数字的には悪化していると読み取れるものもあると思います。

ただ、一般的に意識調査の結果は、男女平等意識が浸透していくと、現状の男

女格差を認識し、数値が悪化する場合があります。そういった現象も考慮しなが

ら対応してまいります。また、事業所に対する働きかけを強化すべきとのご指摘を

受けまして、今回の事業所意識調査において、伊勢崎商工会議所等に協力いた

だいたこともございますので、今後5年間の計画の中で、より一層連携を深め、

施策を展開してまいります。 
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委員 

 伊勢崎市としては、男女共同参画について、どの程度の意識があるのか疑問に

感じています。最近は、共生社会などに重きが置かれ、以前より、男女共同参画

に対する意識が薄くなっているような気がします。区長の比率も女性がかなり少な

く、私も区の役員をしていますが、女性の発言権はほぼないと感じています。この

ような意識付けについて、どのように考えているか伺いたいです。 

 

事務局 

 地域社会における男女共同参画意識が浸透していないのではないかというご指摘か

と思います。広報展開については、施策の方向１の位置付けのとおり、あらゆる機会を

通じて男女共同参画社会の理解を深めていけるよう努めてまいります。 

  

事務局 

 本市の男女共同参画の取組意識が下がっているのではないかというご意見につい

て、現在、第３次総合計画の策定中となっていますが、計画の施策及び重点プロジェク

トの中で男女共同参画が位置付けられており、来年度から始まる10か年において、今

まで以上に男女共同参画の位置付けは強化されていくとの認識を持っています。 

 

委員 

伊勢崎市ではGXやDXなど、様々な施策が各課とのつながりを持った取組を行って

いると思いますが、同様に男女共同参画も各課とのつながりを持って行う取組はあるの

でしょうか。 

 

事務局 

 こちらの資料等も男女共同参画推進協議会で審議いただく前に、男女共同参画・策

定推進本部という、副市長を長とした部長・課長で構成される会議で協議したもので

す。第４次男女共同参画計画におきましても、引き続き関係課と連携して各種施策を推

進してまいります。 

 

会長 

それでは、特に修正等ないようですので、第4次男女共同参画計画（案）につ

いては、案のとおり進めることと決定いたします。 

 

会長 

（２）その他について、委員あるいは事務局から何かありますでしょうか。 

  

事務局 

  〔今後の予定について説明〕 

〔男女共同参画講演会の説明〕 

 

委員 

 〔男女共同参画講演会の周知〕 

 

4．閉   会 

 

 

 

 


